
  

所属 交流文化学部 職名 准教授 氏名 二文字屋 脩 学位 博士（社会人類学） 兼担している研究科 無し

研究分野 文化人類学 研究分野のキーワード 文化人類学、東南アジア地域研究

  学歴
2008年03月 桜美林大学国際学部国際学科

2010年03月 首都大学東京大学院人文科学研究科社会行動学専攻博士前期課程

2016年03月 首都大学東京大学院人文科学研究科社会行動学専攻博士後期課程

  職歴
2014年03月 日本学術振興会 特別研究員（DC2）

2018年03月 京都文教大学総合社会学部総合社会学科 特任実習職員

2018年03月 京都外国語大学外国語学部 非常勤講師

2019年09月 東京農業大学 農学部農学科 非常勤講師

2020年03月 立教大学異文化コミュニケーション学部異文化コミュニケーション学科 兼任講師

2020年03月 東洋大学ライフデザイン学部健康スポーツ学科 非常勤講師

2020年03月 千葉大学文学部 非常勤講師

2021年03月 早稲田大学 平山郁夫記念ボランティアセンター 講師

2022年04月 椙山女学園大学 非常勤講師

2023年08月 新潟大学人文科学部 非常勤講師

 Ⅰ 研究活動
著書(CD･DVD等を含む)・論文等

の名称
単著・共著

の別
発行または
発表年月

発行所、発表雑誌
(及び巻・号数)等の名称

編者・著者名
(共著の場合のみ記入)

該当箇所・該当頁数

  著書(CD･DVD等を含む)
【翻訳】アリス・ゴフマン著『逃亡
者の社会学』

二文字屋脩・
岸下卓 (翻訳)

2021年04月 亜紀書房 共同執筆につき本人担当部分
抽出不可能

『トーキョーサバイバー』 共著 2022年03月 うつつ堂 二文字屋脩 共同執筆につき本人担当部分
抽出不可能

『フォビアがいっぱい――多文化共
生社会を生きるために』

文旦執筆 2022年10月 春風社 共同執筆につき本人担当部分
抽出不可能

Boonserm's Diary: Memories of a
Thai Photographer who
Encountered the Forest People

共著 2024年03月 RCSD Shu NIMONJIYA・Sakkarin Na NAN 共同執筆につき本人担当部分
抽出不可能

『東南アジアで学ぶ文化人類学』 共編著 2024年03月 昭和堂 箕曲在弘・二文字屋脩・吉田ゆか子 共同執筆につき本人担当部分
抽出不可能

『その空間を統治するのはだれか:
フロンティア空間の人類学』

分担執筆 2025年04月 ナカニシヤ出版 総計25頁

  学術論文
〈コモン〉を生み出すパラエスノグ
ラフィ：「ともに書く」ことをめぐ
るアクチュアル人類学的実践

共著 2023年12月 現代文化人類学会
『文化人類学研究』 24

二文字屋脩・高谷健人 94頁～111頁

  学会発表
「タイ北部にみる統治性の強度とそ
の動態：ポスト遊動狩猟採集民ムラ
ブリを事例に」

単独発表 2021年05月 第55回日本文化人類学会研
究大会(Zoomを用いた発表)

コモンを生み出すパラエスノグラフ
ィ：ともに書くことをめぐるアクチ
ュアル人類学的実践

単独発表 2023年06月 日本文化人類学会第57回研
究大会(県立広島大学広島キ
ャンパス)

  作品・制作等
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  その他業績

 Ⅱ 学会等における主な活動
受賞
2019年09月 Best Presentation Award 6th International Scientific Conferences on SOCIAL SCIENCES,

ARTS & HUMANITIES 2019

所属学会
2008年04月 ～ 現在 東京都立大学・首都大学東京社会人類学会

2008年05月 ～ 現在 日本文化人類学会

2014年04月 ～ 現在 日本タイ学会

2014年05月 ～ 現在 International Union of Anthropological and Ethnological
Sciences  (IUAES)

2015年09月 ～ 現在 The International Society for Hunter Gatherer Research
(ISHGR)

 Ⅲ 社会活動
2025年04月01日 ～ 現在 日進市にぎわい交流館運営協議会委員

2026年04月01日 ～ 現在 長久手市みんなでつくるまち活動補助金審査委員長

 Ⅳ 教育活動
教育実践上の主な業績 年 月 日 概 要

  1 教育内容・方法の工夫(授業評価等を含む)

  2 作成した教科書、教材、参考書

  3 教育方法・教育実践に関する発表、講演等

  4 その他教育活動上特記すべき事項

  5 大学運営

 V 資格・免許、特許等
資格・免許

特許等
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